
でに子どもたちの日常生活に浸透していま
す。もはや見て見ぬ振りで済む時代は終わっ
ており、児童生徒がネットリテラシー（活用
能力）を身につけることは喫緊の課題です。
　つまり、「危ないから使うな」から「危険
から身を守り、どう防ぐのか」へ、さらに「ICT
を生活や学びにどのように役立てていくべ
きか」について大人たちはもちろん、児童
生徒たちの誰もが考えていかなければなら
ない時代に来ています。そのためには、ICT
を日常生活に関連させて考え、小さな失敗
を繰り返しながら体験的、経験的に学ぶ必
要があります。こうした、社会に出るまでに
各自が適切に ICT を扱えるようになる環境
が必要だと考え、私物として iPad を購入し
てもらうことにしたのです。この導入形態
は BYOD（Bring Your Own Device）、私的
デバイス活用と呼ばれ、ビジネス分野だけ
でなく教育界でも注目されつつあります。
②「学力」、「学び方」の変化
　「日本の学力はもはやトップレベルと言え
ない」とは、2003 年に「生徒の学習到達度
調査（PISA）」の結果を受けて文部科学省が
出したコメントです。かつて日本は体系的
な知識を教員が伝達するいわゆる「一斉授
業」が大きな成果を上げ、高度経済成長を

はじめに
　2011 年、千葉県立袖ヶ浦高等学校に情報
コミュニケーション科が新設され、今年３月
には第１期生の卒業を迎えました。この学科
では公立高校としては全国で初めて、全員
が一人１台の iPad を自己所持し、校内のあ
らゆる教室で無線ネットワークが利用できる
環境で学習しています。しかし、教育にデジ
タル技術を利用すること自体が目的だったの
ではありません。生徒に iPad を持たせる背
景には、大きく２つの理由がありました。
①高度情報化社会への急速な変化
　インターネットやコンピュータなど情報通
信技術（以下 ICT）は急速に発展し、良くも
悪くも我々の生活に大きな変化をもたらしま
した。ネットいじめや個人情報の漏洩、著
作権や肖像権の侵害など、子どもたちが被
害者となるばかりか加害者にもなり得るよう
な問題が毎日のように報道されています。こ
のような、いわゆるインターネットの「影」
の部分への対策として、学校現場では携帯
電話の「持込禁止」に代表されるように、ネッ
トや情報機器から子どもたちを「遠ざける」
ことで対処してきました。しかしスマート
フォン等の急速な普及でわかるように、イン
ターネットに接続されたコンピュータは、す

支えてきました。ところが社会の高度情報
化、多様化、国際化が進むにつれ、「既存
の知識を知っているか」だけでなく「情報を
主体的に収集・判断・表現・処理・創造す
る能力」や、「コミュニケーション能力」、あ
らかじめ決められた問題を解くだけでなく、

「課題を発見・解決する能力」なども学力と
して重視されるようになってきました。
　これらの新しい学力感、主体的な学びの
実現に、ICT 機器は大いに役立ちます。つ
まり一斉授業だけでなく、生徒の多様な学
びを実現するためのツールとして iPad を持
たせることにしたのです。
授業事例
　情報コミュニケーション科では、あらゆる
授業で iPad を活用していますが、ここでは
日本語教育に近い事例として、国語や英語
など、主に語学の授業を中心に記します。
①古典に視覚的な要素を取り入れる（国語科）
　古典というと文法の学習が中心で、興味
が持てないという生徒が少なくありません。
国語は確かに文字中心の科目であるかもし
れませんが、実は視覚的な要素を多く含ん
でおり、ICT の活用に向いている教科と言
えます。例えば、枕草子「木の花は」には『木
の花は濃きも薄きも、紅梅』や『橘の葉の濃
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よう、書き込まれた多様な意見を授業中に
取り上げ、口頭でのディスカッションに発
展させます。
④自作動画教材の活用
　近年「反転学習」というキーワードを耳
にします。これまでの授業では、基礎的な
知識を教室で一斉に講義し、発展的な内容
については授業後に自宅等で個別に行う、
という形式が一般的でした。対して反転学
習は、基礎的な内容を自宅であらかじめ動
画等で学習しておき、学校では「複数の人々
で集うからこそ可能な、発展的な学び」を
行う、という考え方です。アメリカの大学
等で実施が進んでおり、日本でもタブレッ
ト端末の普及によって急速に関心が高まっ
ています。すでに成果をあげている学校も
ありますが、「生徒が自宅で動画を見てこ
ない」、「動画教材の作成が困難」などの問
題も存在します。
　そこで、本校では日常的に行うのではな
く、反転学習的な要素をピンポイントで取
り入れています。例えば理科の実験の前、
家庭科の実習の前などに、実施手順の動画
をあらかじめ家庭等で視聴してきてもらい
ます。動画を見てから実験、実習を行うと、

「何の目的で、何をするのか」という課題意
識があらかじめ明確になります。実際に、
実験や課題にかかる時間は動画を利用しな
いクラスより明らかに短縮され、かつ評価
も高くなりました。
　もちろん、生徒の自宅学習や教員の動画
教材作成が日常的にできれば理想的です
が、生徒や教員に敬遠されてしまうほどの
負担がかからない程度に、出来る範囲から
少しずつ実施していくのも効果的だと考え
ています。
おわりに
　本科では画面の大きさ等の理由から iPad
を利用していますが、デバイスの選択には多

く青きに』などの記述があります。ここに映
像を取り入れるだけで生徒の興味関心は大
きく変化します。「紅梅」といっても白に近
い淡い色、赤に近い濃い色と様々な色があ
ることや、「橘」を知らない生徒たちが、橘
は柑橘類であることを知り、「濃い緑色の葉
の中に、黄金のような鮮やかな実が見える
のが美しい」と著した清少納言の感性をよ
り身近に感じることができます。画像は教
員が用意するのではなく、生徒各自が分担
して iPad で検索し、皆で共有します。また、
単元の最後には、生徒が自分たちの「木の
花」を紹介しました。家の庭や通学路など
で目にした自分の好きな花の写真を iPad で
撮影してきて、その花の「好きなところ、良
いところ」を枕草子風に表現し、発表します。
　語学において、文法だけでなく、ことばの

「美しさ」について扱うこともまた重要であ
り、また各自がそれぞれに持つ感性を表現
することで、価値観の多様性を学びました。
②読みや発音を記録する（英語科）
　語学教育において、「音声」は非常に重
要ですが、これらを「残す」ことはこれまで
の 授 業 で 難 し い もの でし た。そこで、

「Evernote」というデジタルノートを用いて、
生徒は iPad から自分の音声をノートに録音
しています。生徒各自の「Evernote」には、
文字はもちろん、写真や音声も保存するこ
とが出来ます。このノートを教員と共有す
ることで、教員はいつでもどこでも生徒の
ノートにアクセスしてコメントを書き込む
などのフィードバックができます。
　また、音読の宿題を自宅から提出させる
など、学ぶ場所や時間の制約を大幅に減少
させることが可能となりました。
③SNSで、授業の感想や疑問を共有
　ソーシャルネットワーキングサービス

（SNS）を授業に利用することで、教員の一
方的な知識の伝達でなく、クラス内で意見
交換や共有をすることができます。本校で
は教育専用の SNS である「Ednity」を利用し
ており、ホームルームの連絡事項の伝達を
はじめ、様々な授業で活用しています。授
業中に質問や感想を iPad から書き込んだ
り、発表活動の後には互いに改善点をアド
バイスしあったりもしています。
　これらの活動は、今まで埋もれてしまい
がちだった生徒の素朴な疑問や率直な意見
を吸い上げ、クラス内で共有することが目
的です。画面内だけのやりとりで終わらぬ
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永野　直  （ながの　なおし）

1970 年生。千葉県立袖ヶ浦高等学校教諭。地理
の教員であったが、2003 年に高等学校教科「情報」
の新設とともに情報科の授業を担当するようにな
る。2009 年から２年間の鳴門教育大学大学院へ
の長期出張中に、教育におけるマルチタッチデバ
イスの活用について研究。2010 年より袖ヶ浦高校
へ赴任、「情報コミュニケーション科」を同校に新
設し、一人１台のタブレット環境を公立高等学校
で初めて実現した。「10 年先の未来型学習の実現」
に向け、ICT を特殊な技術としてではなく日常の道
具として適切に扱い、社会の変化に主体的に対応
できる生徒の育成をめざしている。

様性があります。例えばスマートフォンは、
購入を強制したり促したりしなくとも、多く
の人が所持しています。これをそのまま活用
すれば、一人１台のデジタルデバイスを使っ
て学ぶ環境はすでにほとんど整っている、と
見ることもできます。経済面や時間等、多様
な条件、多様な国々の生徒たちが学ぶ日本
語学校において、ICT を活用した授業は大き
な可能性があるのではないでしょうか。
　本科の授業は教科書やノートなど、これ
までの教材教具や学習のあり方を否定する
ものではありません。紙、実物、対面での
対話等アナログ的な要素を重視しつつ、デ
ジタルで実現できる新たな学びの要素も取
り入れていくことを念頭に置いています。
デジタル機器を使った教育というと、何か
冷たいイメージを受けるかもしれません。
しかし、使い方によっては感性を引き出し、
人と学び合い、あたたかな人同士のコミュ
ニケーションをより深めることもできるので
す。重要なのは、「これからの社会を生きる
若者たちは何を、どうやって学ぶべきか」と
いうビジョンを明確にし、生徒とともに実現
していくことです。より豊かで創造的な学
びを充実させるため、今後も生徒、職員全
員で取り組んでいきたいと考えています。

講義型の授業だけでなく、互いに教え合う、学び合う活
動を多く取り入れている。

テーマに沿ってプレゼンテーションする家庭科の授業場
面。iPadで資料作成と提示を行う。
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―日本語を勉強することになったきっかけ
を教えてください。
　ポーランドで日本人の夫と出会い、2004
年に来日しました。ポーランドでは普通に
生活し働いていたのに、日本に来たら子ど
もになったようにコミュニケーションがとれ
なかったり、読み書きもできなかったりし
たのはとても辛かったです。
　最初はポーランドで買った教科書を使っ
て家で日本語の勉強をしていました。それ
から、地域の日本語教室や東京外国語大学
留学生日本語教育センターで勉強しました。
そして 2008 年に日本語能力試験 2 級に、
2009 年に 1 級に合格しました。
―日本語を勉強していて、大変だったこと
は？
　家族と話す時、お店の人がお客さんに話
す時など、シチュエーションや場面によって、
使う言葉や表現が違うのは難しいです。日
本に来たばかりの頃、スーパーで買物をし
た時に、レジ係の人が商品を「トマトが一つ、
人参が二つ」と声に出して確認していたの
ですが、自分に話しかけられているのだと
思って、「すみません、もう一度お願いしま
す」と言ってしまったことがあります（笑）。
　また、日本語の発音はポーランド語のよ
うに強弱アクセントではないので、慣れる
のに苦労しました。漢字は紙に何度も書い
て、コツコツ覚えましたが、大変でした。
―日本で生活する中で、コミュニケーショ
ンの難しさを感じることはありますか。
　はい、毎日のように感じます。その難し
さの半分は私の性格のせいです。人見知り
で、間違えてしまうとストレスを感じて、言
葉が出なくなってしまいます。そして日本
人は外国人が話を少し理解できなかったり、
つまずいたりすると、すぐコミュニケーショ
ンをあきらめるという傾向があると思いま
す。あきらめるか、英語にするか、人によっ
て違いますが、「外国人はどうせ日本語が

話せない」と思われることが多い気がしま
す。外国人とコミュニケーションをとること
が大変なのはよくわかるのですが……。
―日本の好きなところはありますか。
　山ほどあります。いちばんは美しい自然、
特に山の景色と花が好きです。日本は桜だ
けではなく、紫陽花や金木犀のような季節
を感じられる花がたくさんあって、大好き
です。
　日本に来て、沢山のいい出会いや生活に
恵まれ、日本が好きになりました。東日本
大震災があって、自分が日本は私の故郷だ
と感じていることに気がつきました。何が
あってもここにいたいです。

―ポーランド語を教えていらっしゃるんで
すよね？
　東京外国語大学のポーランド語学科で教
えています。ポーランド語の発音は難しい
ので、日本人の学生は苦労しています。一
緒に発音の練習をして、学生が上手く発音
できると、私も嬉しいです。学生はみんな
真面目で、ポーランドやポーランド語に対
して、関心が高いのですが、大人しいので、
授業に興味を持っているのか、時々心配に
なります。授業後のアンケートには良い感
想を書いてくれているのですが、ポーラン
ド人は積極的に質問したり、意見を言った
りするので、かなり違います。
―ポーランド語教師の立場から見て、日本
語はどのような言語だと感じますか。
　日本語はプライベートを守れる言語です。

「その日はちょっと」、「急用で行けません」
という表現は、具体的なことを言わなくて
も済みます。例えば、日本語で「友達と出
かける」と言うとき、相手の性別はわかりま
せんが、ポーランド語だと女の友達か男の
友達かすぐにわかります。ポーランド語の
名詞は男性、女性、中性に分類され、性別
のない「友達」という言葉がないからです。
　それから、面白いと感じるのはことわざ
です。ことわざは国民の知恵であると言わ
れています。日本とポーランドは文化や歴
史、宗教，気候など多くの違いがあります
が、同じようなことわざがあるのです。例
えば「時は金なり」や「火のないところに煙
はたたない」などは全く同じです。もっと
面白いのは共通の知恵が、違うたとえで表
現されているものです。例えば、「郷に入っ
ては、郷に従え」は「カラスの仲間に入った
ら、カラスのように鳴くべきだ」、「一石二
鳥」は「一つの火で二つの肉を焼く」と言い
ます。最後にもう一つ、日本人もポーラン
ド人も大事なことを知っています。それは

「終わりよければ、すべてよし」です。

日本語は難しくて、  面白い
―大学でポーランド語を教えているアンナさんに聞きましたに聞きました

池田アンナさん
	ポーランド、ザモシチ生まれ。マリー・キュリー
大学	言語学部ポーランド語学科、発音矯正学
科卒業。中学校教諭としてポーランド語を教え
る傍ら、看護学校で発音矯正士（日本の言語聴
覚士のような職業）として、発音指導にあたっ
た。2004年に来日。2006年より東京外国語大
学ポーランド語学科講師。白水社『ニューエク
スプレス		ポーランド語』CDのナレーションを
担当するなど、ポーランド語教材の制作に関
わっている。趣味は読書、登山、映画鑑賞。日
本食では寿司と懐石料理が好き。
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もなく、他の日本語学校や日
本語教室でも使われるように
なり、国外でも同窓会の日本
語教室等から、さらに多くの
学習者に親しまれるようになりました。のち
に姉妹編の『みんなの日本語』が誕生し、さ
らに一般的に普及するようになりました。
近年は新しいタイプの日本語教材が沢山生
まれていますが、学習者や日本語教師から

「やはり一番使いやすい」、「今使っていま
す」などと仰っていただけることもよくあり、
有り難く感じます。
　HIDA が日本語教育を行っている国内の
拠点としては、東京都足立区の東京研修セ
ンターの他、大阪府大阪市の関西研修セン
ターがあります。研修センターは宿泊施設
も兼ねており、寝食を共にして日本語を学
びます。現在、技術研修生向け研修として、
日本語学習を中心とした 6 週間のコースと
13 週間のコースを多数開講している他、経
済連携協定（EPA）により来日した看護師、
介護福祉士候補者に対する 6 ヶ月の研修
コースも実施しています。また個別の企業
等からのリクエストによるオンデマンド型の
日本語教育プログラムを実施する機会も増
えています。日本企業がさらなる成長を求
めてグローバルな人材を登用する流れの中、
多様なバックグラウンドを持つ外国人社員
への日本語教育、特に、現場で活用できる
日本語教育のニーズは益々高まっています。

HIDA にほんご e ラーニング
　近年の幅広い日本語学習ニーズに応える
ための取組として、2014 年 7 月に「HIDA
にほんご e-learning」を開講しました。HIDA
が開発した『新日本語の基礎』シリーズの
教科書、各教科書に準拠した視覚・聴覚教材、
そして HIDA が培ってきた教授法のエッセ
ンスをパッケージ化したインターネット教

人材育成を通じ「共に生き、共に成長する」

　

　一般財団法人海外産業人材育成協会（略
称：H

ハ イ ダ

IDA）は、前身の財団法人海外技術者
研修協会（略称：A

エイオーティーエス

O T S）の創立当初より
アジアを主とする開発途上国からの技術研
修生を対象とした研修事業を行ってきまし
た。これらの技術研修生には初歩的な日本
語研修が必要であったことから私たちの日
本語教育は始まりました。創立以来 55 年、
日本で研修した研修生は既に 17 万 4 千人
を超え、研修生が帰国後結成した同窓会は
43 ヶ国 71 会となりました。同窓会は、現
地で、セミナーや日本語教室を開設するな
ど、日本との経済・文化交流の架け橋とし
て大きな役割を果たしています。グローバ
ル化の進展や新興国の台頭等、時代が大き
く変化する中で、産業界が求める人材や人
材育成のニーズも変化し、HIDA が行う事
業の幅も近年はますます広がっています。
　HIDA の事業全体の中では日本語教育以
外の事業の比率が増えてきていますが、ど
の事業においても“人材育成を通じ「共に生
き、共に成長する」世界の実現を図る”と
いう組織の大きなミッションの意義と責任
は同じだと感じます。私達は学習者一人一
人の成長や気づきを見守り、また、彼らか
らも多くを学ぶことを喜びとして日々の業
務に取り組んでいます。

HIDA の日本語教育
　HIDA の日本語教育の特徴と言えば、や
はり現場の日本語教師が長年の試行錯誤か
らそのノウハウをまとめ上げた『新日本語の
基礎』シリーズの教材群であり、イラスト
やビデオ等の視聴覚教材を駆使した初級の
教授法です。『新日本語の基礎』は発売後間

国内編
東京都　足立区
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日本語ご紹介
足立区東京都

一般財団法人海外産業人材育成協会（HIDA）
日本語教育センター

武村ゆみ

材です。単語や会話、文法解説には全て各
国語（英語 ･ 中国語 ･ タイ語 ･ インドネシア
語 ･ ベトナム語）の説明がついており、学習
者が一人で学べるようになっています。「ひ
らがなかたかな」、「Basic Kanji」、「にほん
ごビギナー」、「ビジネスにほんご」の４コー
スを開講しており、日本語をゼロから学習
する方から中級の学習者の方まで、レベル
やニーズに合わせて効率的に学習できます。

『みんなの日本語』ユーザーの方にも適した
教材です。「HIDA にほんご e-learning 」サ
イトを是非一度ご訪問ください。

（http://e-learning.hidajapan.or.jp/SITE/）

HIDA東京研修センター

HIDAにほんごe-learning「Basic Kanji」

HIDAにほんご e-learning「ビジネスにほんご」



スリランカ日本語教育におけるケラニヤ大学

学生たち
日本語学科の学生は大半が女子学生で、

その多くは卒業後の進路として教師を志望
しています。現在スリランカの中学校や高
校で日本語を教えている教師の 80% 以上は
ケラニヤ大学の卒業生です。昨年度のデー
タを見ると、卒業生の 37% が日本語教師と
して働いています。また、22% が日本に留
学し、17% が日系企業に就職しました。中
には、旅行会社で働いたり、日本大使館で
働いたりしている人もいます。今後は日本語
教師だけではなく、旅行会社や日系企業な
どで働ける能力を身に着けさせることも日本
語科の目標の一つです。

その他に、ケラニヤ大学はスリランカの日
本語教育全般を様々な形でサポートしてい
ます。主に中等教育および高等教育機関の
シラバス作成、教科書作成（『スリランカ高
校日本語 A レベル教科書サチニさんといっ
しょ』）、試験評価などに携わっています。
現在はスリランカの日本語教育関係者が自
身の能力を高め、情報共有するための日本
語教育研究室の設置を準備しています。ま
た、来年からは日本語科の修士課程や教師
養成コースを開講予定です。今後はスリラ
ンカ国内の中等教育、高等教育に携わる教
師をあらゆる方向からサポートし、スリラン
カ全体の日本語教育を高めていきたいと考
えています。

学ぶためには、高校から日本語を選択し、
良い成績を収めなければなりません。今年
4 月からは日本語を主専攻として学べるよう
になり、現在 19 名が履修しています。また、
この他に副専攻や選択科目の一つとして日
本語を履修している学生が 90 名、自身の
興味で聴講する学生が 50 ～ 60 名います。

日本語を履修している学生に日本語学習
の動機を聞いてみると、「日本語が好き」、「日
本文化が好き」、「日本のマナー、礼儀正し
さが好き」という学生が圧倒的に多く、6 割
に上りました。日本に興味を持った主なきっ
かけは、「日本のテレビドラマ」（多くは『お
しん』）や「漫画・アニメ」、「日本文化を紹
介するテレビ番組」でした。

ケラニヤ大学の日本語のレベルは、スリラ
ンカで一番高いと言われています。日本語
科で学ぶ一年生が使っている教科書は中級
教材で、卒業までの 4 年間で上級レベルに
達します。その他に、日本文化、日本文学、
言語学、日本語教授法、異文化間コミュニ
ケーション、観光学、翻訳技術なども学び
ます。学生の多くは、日本語能力試験 N2 に
合格するレベルに到達しますし、中には N1
に合格する者もいます。また、学生が中心
となった日本語クラブでは、日本語専攻の学
生や日本語に興味を持つ学生が記事を書い
て雑誌を出版したり、学生や教師の歓送迎
会や文化祭を主催したりしています。

ケラニヤ大学はスリランカの首都コロンボ
から10 ㎞ほど離れた古都ケラニヤに位置す
る大学で、元々は僧侶のための大学でした。
1875 年の開学から、パーリ語、サンスクリッ
ト語、シンハラ語などの東洋の言語を盛ん
に学べる、スリランカで唯一の大学として古
くから有名です。
日本語教育のはじまり

ケラニヤ大学で日本語が教えられ始めた
のは 1977 年です。その時の学生はわずか
男子学生二人だけでした。当時のシラバス
を見てみると、単位科目としてではなく、単
に興味があった学生が日本語を勉強してい
たようです。日本語が単位科目となったのは
1980 年ですので、日本語教育が始まってか
ら来年で 35 年になります。開講当初から国
際交流基金から派遣された専門家による日
本語教育が行われており、日本語は他の外
国語よりも人気があったと聞いています。
現在の日本語科

現在、日本語科は人文科学部現代言語学
科に属しています。現代言語学科では日本
語以外に 5 つの外国語が教えられています。
日本語科で教えているのは、日本人講師 3
名、スリランカ人講師が 7 名です。

ケラニヤ大学で単位科目として日本語を
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ケラニヤ大学

 ディルルクシ　ラトナーヤカ

スリランカ

3年生と日本人講師（雑誌『Glamourous Japan』の発行を記念して）

ケラニヤ



　本書は日本語能力試験 N3 に合格できる
力をつけること、また、試験対策にとどまら
ない全般的な「読解」の力をつけることを目
指しています。
　日本語能力試験 N3 は初級の勉強を終え
て、中級に入った学習者が対象です。初級
から中級へ上がると、日本語学習に難しさ
を感じる学習者が少なくありません。なぜか
というと、初級では口頭でのコミュニケーシ
ョンの学習が中心で、文章を読む機会はあ
まり多くないのに対し、中級からは書き言葉
の日本語を中心に学習するようになるからで
す。そのため文章に慣れていない学習者は
急に難しくなったと感じるようです。そこで、
読解練習を少しずつ取り入れていくことに
よって、日本語能力試験対策だけでなく、
中級以降の学習にもスムーズに移行できる
でしょう。
　本書は右の表のような構成になっていま
す。
　第 1 部は文章を読むための基礎的な練習
です。書き言葉の特徴、N3 の読解で注意し
たほうがいい点、文章が長くなっても読める
ような工夫など、ごく簡単ですが、ポイント
を紹介し、練習をつけましたので、はじめに
やってみてください。本書の解説部分には
独習する方のために英語と中国語の翻訳を
つけました。
　第 2 部、第 3 部ではさまざまな文章・情
報検索の素材の形式に慣れるための練習を
します。また、各問題には、初めに「読む前
に」という質問があります。実際の日本語能

教材紹介
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田代ひとみ
力試験にはない質問ですが、読解では読む
前に内容に関連した話題について自由に考
え、話し合ったほうがスムーズに文章が読
めるので、おすすめします。
　読解は学習者によって、難しく感じる程
度が異なります。一般に、漢字圏出身の学
習者は漢字から内容の類推ができるので、
あまり難しいと感じていないようです。一方、
非漢字圏の学習者は、難しく感じる人が多
く、特に漢字にふりがながついていないと、
それだけで読めないと思ってしまう人や、読
むのに非常に時間がかかる人がいます。
　したがって、本書ではふりがなを多くつ
けました。学習者の状況によっては、問題
についている「語彙・表現」を参考にしたり、
辞書の使用を認めてもいいでしょう。慣れ
てきたら、「語彙・表現」を見ずに読み、辞
書を引かないで文脈から類推させます。知
らなかった語彙・表現、漢字の正しい読み
方は、漢字圏の学習者にもこの機会に覚え
てもらうようにします。
　特に漢字圏出身の学習者は漢字がわかる
ため、文章を丁寧に読まない人がいます。
日本語の文章は省略があったり、文末表現
などにさまざまな文法情報が含まれており、
それに気づかないと、誤った理解をしてし
まいます。また、学習者が自分の持ってい
る知識から文章の内容を推測・予測するの
はよいのですが、それだけにとらわれてしま
うと正しく読めないこともあります。設問を
通じて、実際に文章に書かれていることが
正確に読み取れるよう指導する必要があり
ます。
　読んだ後に時間があれば、内容について
意見を述べたり、知っていることを話し合っ

てみましょう。読みを深めることができます。
　第 4 部には、数多くの問題があります。
毎日少しずつでも問題を解くことによって、
文章を読むことに慣れ、同時に多くの語彙
や表現を覚えることができます。
　別冊には、独習の方でもクラス学習でも
正しい答えに辿り着けるよう、全ての問題の
詳しい解説をつけました。経験が浅い先生
でも、これに沿って説明していけば、本文
の内容や、誤答解説もできるようになってい
ます。
　この問題集が試験対策、日本語読解力の
向上に役立ち、文章を読む楽しさを知って
いただけることを著者一同、心から願ってい
ます。

『新完全マスター読解　日本語能力試験 N3』

田代ひとみ　宮田聖子　荒巻朋子	著

本文153頁　別冊37頁（予定）　1,400円＋税

読解の基礎力をつけるために

内容構成

実力養成編
第1部 基礎力をつけよう
  書き言葉に慣れ、読むスピードを

上げるための練習
第2部 いろいろな文章を読もう
  説明文、エッセイなどいろいろな

文章に慣れ、内容を理解するため
の練習

第 3部  広告・お知らせなどから情報を探
そう

  広告やお知らせなどから必要な部
分を探して読み取る、情報検索の
練習

第 4部 実戦問題
  短文・中文・長文の内容理解問題

と情報検索問題の練習
模擬試験
　　実際の試験と同じ形式の問題
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『みんなの日本語  初級Ⅰ 第2 版  初級で読めるトピック25』

牧野昭子　澤田幸子　重川明美　田中よね　水野マリ子　	著

本文67頁　別冊44頁（予定）　1,400円＋税

初級から読む楽しみを

　外国語で長い文章を読むのはかなり難し
い作業です。字面を追うのに一生懸命で、
何が書いてあったのかよくわからなかったと
いう経験はだれにでもあるでしょう。日本語
学習でも同様のことが言えます。初級レベ
ルでは会話が中心ですが、中級レベルにな
ると急に読解中心になって、勉強が苦痛に
なってくる学習者も多いようです。
　しかし、本を読み始めたら、おもしろくて
やめられないという経験もあるはずです。興
味深い内容なら、ページをめくる楽しさに時
間を忘れてしまうこともあるでしょう。その
ような楽しさ、面白さを初級レベルから経
験しながら、読むことに慣れ、読む力を伸
ばしていく読解教材を、というのが『初級で
読めるトピック 25』の制作動機でした。各
課の読み物は『みんなの日本語 初級Ⅰ』の学
習課に対応しており、本冊の学習に沿って、
無理なく読み進めることができます。
　この度、『みんなの日本語  初級Ⅰ 第 2 版』
が刊行され、学習項目や語彙が若干変更に
なったため、それに伴い、本書も全体的な
見直しを行いました。そして、初版から10
年以上も経ち、現代の状況や学習者の興味
などに合わなくなった部分を書き改めたり、
作り直したりしました。文字に慣れるととも
に情報をつかむ練習のための「ウォーミング
アップ」、内容を理解しながら読むための

「本文」、楽しむための「プラスアルファ」と
いう基本的な構成は変わりませんが、より
充実し、使いやすいものになっています。
　ここでは、本書をクラスで使う際のヒント

をいくつかご紹介します。まず、使う時期で
す。例えば、『みんなの日本語 初級Ⅰ 第2版』
の第 15 課が終わって、すぐ本書の 15 課を
読むというのは大変です。学習者に知識の

「溜め」がないので、読むことが苦しくなっ
てしまいますから、読ませる課は本冊の学
習課より以前のものにします。
　授業では、タイトルに関連した雑談など
で方向付けをしてから、各自読む作業に入
ります。未習の言葉は 6ヶ国語（英語、中国
語、韓国語、インドネシア語、タイ語、ベト
ナム語）の語彙訳を参照しながら読み、問題
Ⅰをします。答えをクラスで確認しながら、
その根拠となる部分を確かめてみてもよい
でしょう。このレベルで精読は必要ありませ
ん。問題Ⅰがこなせる程度に読めていたらよ
いのです。余裕があれば、音読で読み方を
確認します。文字の読みが不完全で、文の
内容を誤解している場合もあるからです。さ

牧野昭子

らに、問題Ⅱを使って、「話す」「書く」など
の活動に広げます。本文を参考に、自分の
経験や自国の情報を発信する能動的な活動
が行えます。また、「プラスアルファ」はク
イズや本文に関連した情報なので、本文の
読解が早くできた人にさせたり、全員で楽し
んだりすることができます。
　上記の活動以外にも、初級後半の学習者
への速読用、復習用教材として、あるいは
複合的なコミュニケーション活動の素材とし
て使えます。15 課「高校」でしたら、各国の
教育制度の調査報告、高校生活についての
インタビュー、共学とそうでない学校の利点
と問題点のディスカッションなどが挙げられ
るでしょう。
　このように、学習者にだけでなく、教師に
とっても様々な楽しみの詰まった福袋のよう
な本書を十分に活用していただければと思
います。
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～は　～が　～，　～て／～くて／～で

第
だい
17課

か
江
え
戸
ど
時
じ
代
だい

～なければ　なりません

～なくても　いいです

第
だい
18課

か

個
こ
人
じん
旅
りょ
行
こう
？　団

だん
体
たい
旅
りょ
行
こう
？ ～ことが　できます，～まえに

趣
しゅ
味
み
は　～ことですここは　どこですか

第
だい
19課

か
相
す も う
撲

～た　ことが　あります

～たり，～たり　します

～く／～に　なります

第
だい
20課

か

伊
い
能
のう
忠
ただ
敬
たか
の　一

いっ
生
しょう

普
ふ
通
つう
体
たい

クイズ　地
ち
図
ず
の　記

き
号
ごう

クイズ　日
に
本
ほん
の　地

ち
理
り

第
だい
21課

か

雨
あめ
　降

ふ
って、地

じ
　固

かた
まる ～と　言

い
います，　～と　思

おも
います

～でしょう？結
けっ
婚
こん
!!??

第
だい
22課

か

テレビ放
ほう
送
そう

名
めい
詞
し
修
しゅう

飾
しょく

［日
に
本
ほん
に　あった　テレビ］

テレビ番
ばん
組
ぐみ

東
とう

京
きょう

スカイツリーと

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ
五
ご

重
じゅうの

塔
とう

第
だい
23課

か
コーヒーを　飲

の
むと ～と，　～とき

第
だい
24課

か

日
に
本
ほん
語
ご
で　お願

ねが
いします ～て　くれます

～て　もらいますそれ、英
えい
語
ご
？

第
だい
25課

か

将
しょう

来
らい
は… ～たら

～ても若
わか
い　人

ひと
の　考

かんが
え方

かた



● 『Ja-Net』をご希望の方はお名前･ご住所･ご所属を編
集室までお知らせください。無料でお送りいたします。
『Ja-Net』第72号は2015年1月25日発行です。

みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 ＣＤ５枚セット	 11 月発売予定	 8000 円

みんなの日本語初級Ⅰ 第２版 初級で読めるトピック 25	 12 月発売予定　	1400 円

みんなの日本語初級Ⅱ 第２版 翻訳・文法解説 インドネシア語版	 12 月発売予定	 2000 円

新完全マスタ－読解　日本語能力試験Ｎ３	 12 月発売予定	 1400 円

みんなの日本語初級Ⅱ 第２版  ＣＤ５枚セット	  1  月発売予定	 8000 円

スリーエーネットワークという社名は、アジア（Asia)、
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のいわゆる発展途上国の多くが存在する三つの地域を
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季刊ジャネット 

『 留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ　
聴解　中上級 』研修会
講師：�	�坂本惠、大木理恵、田代ひとみ、中村則  

子（東京外国語大学留学生日本語教育セン
ター）

日時：11月29日（土）14:00～ 16:00
            （13:30 受付開始）
会場：	�TKP麹町駅前会議室（東京都千代田区麹町

3-2麹町共同ビル8階）
定員：	�30名（先着順。定員になり次第締め切りま

す。）
参加費： 無料
問合せ /申込み先：
	 スリーエーネットワーク講座係
	 �102-0083東京都千代田区麹町3-4トラス

ティ麹町ビル2F
	 �TEL：03-5275-2722　FAX：03-5275-2729
	 E-mail：kouza@3anet.co.jp
お名前・ご所属・ご住所・お電話番号を明記の
上お申し込みください。
主催：スリーエーネットワーク

兵庫日本語ボランティアネットワーク　2014 年
度研修会

『 社会生活のいろいろな場面で上手にコミュニ
ケーションできる力をつけるためには』in 神戸
講師：�	�清水崇文（上智大学言語教育研究セン

ター、同大学院外国語学研究科教授）
日時：12月7日（日）13:30～ 16:30
	 （13:00 受付開始）
会場：	のじぎく会館　１階ふれあいホール　
	 （神戸市中央区山本通 4-22-15）
定員：�40 名（先着順。定員になり次第締め切り

ます。）
参加費：	�1,000円
	 	 �（兵庫日本語ボランティアネットワーク

会員、学生：500円）
申込み：	�後藤ひろ子（兵庫日本語ボランティア

ネットワーク）
	 	 �FAX：078-741-3465　 
	 	 E-mail：hnvn.kobe@gmail.com
問合せ：090-4296-4648　

共催：�兵庫日本語ボランティアネットワーク、ス
リーエーネットワーク

新刊説明会『 新完全マスター文法　日本語能力
試験 N4』in 福岡
講師：	�友松悦子（「新完全マスター文法　日本語

能力試験」シリーズ　著者）
日時：	2015年 1月24日（土）14:00～ 16:00
	 （13:30受付開始）
会場：	�九州英数学舘国際言語学院　本館 4階 41

番教室
	 （福岡県福岡市中央区舞鶴1-5-30）
定員：	�70名（先着順。定員になり次第締め切りま

す。）
参加費：無料
問合せ /申込み先：
	 スリーエーネットワーク講座係
	 �102-0083東京都千代田区麹町3-4トラス

ティ麹町ビル2F
	 �TEL：03-5275-2722　FAX：03-5275-2729
	 �E-mail：kouza@3anet.co.jp
お名前・ご所属・ご住所・お電話番号を明記の
上お申し込みください。

地域で活動する日本語ボランティアのための研
修会 in 新宿
日時：	2015年 2月7日（土）13:30～ 16:55
	 （13:00受付開始）
会場：	新宿文化センター３階小ホール
	 （新宿区新宿6-14-1）
定員：	�200 名（先着順。定員になり次第締め切り

ます）
参加費：無料
問合せ /申込み先：
公益財団法人新宿未来創造財団　文化交流課
160-0022新宿区新宿6-14-1 新宿文化センター内
TEL：03-3350-1141　FAX：03-3350-4839
E-mail：bunka@regasu-shinjuku.or.jp
氏名、電話番号、グループで活動中の方はグルー
プ名を明記してください。
＊受付は12 月5 日（金）から開始になります。
主催：	公益財団法人新宿未来創造財団
協力：	��アルク・スリーエーネットワーク・凡人社 
●内容
�研修会 1「『日本語初級　大地 』を体験してみよ
う！—発話を増やす活動を中心に—」

�山﨑佳子（『日本語初級　大地』共著者）
�研修会 2「どのように教えていますか？“ 使える”
ことばの教え方」
�安藤栄里子（ミッドリーム日本語学校教務主任）
惠谷容子（早稲田大学日本語教育研究センター 
非常勤講師）
�研修会 3「日本語ボランティアとしての自分を
最大限に発揮しよう」
河野俊之（横浜国立大学教育人間科学部）

セミナー
Seminars

ハンナ・ユイカさん来社！

昨年の当社 40 周年記念作文コンテストで大賞を受賞
されたポーランドのハンナさんが 7月に来社され、お
みやげに素敵なイラストをいただきました。有難うご
ざいました！


